
ヤエムグラのお話 

道端にいわゆる雑草のヤエムグラが広がっていました、もう終わりかな？ 

植物的にはアカネ科の越年草です。 

このヤエムグラを詠った百人一首で恵慶法師（えぎょうほうし）の「やえむぐ

らしげれるやどのさびしさに ひとこそみえねあきはきにけり」があります。 

「八重葎 茂れる宿の寂しさに人こそ見えね秋は来にけり」 

「八重葎のような草が生い茂って訪れる人もないさびしいところだが、秋は必

ずやってくる」このうたが生まれた背景は 

平安時代 若くして左大臣にまでなったイケメンの嵯峨天皇の皇子の源融 

（みなもとのとおる）が鴨川のほとり五条大橋近くに河原院と呼ばれた豪荘な

邸宅をかまえ優雅な暮らしをしていました。身分が高くイケメンで源氏物語の

光源氏のモデルとも言われています。しかし没後邸宅は家人も次々去り、 

やがて荒れ果てた家になります。融の孫の安法法師が住み廃園を好む歌人たち

が集まり歌をよむようになっていきました。そこへ恵慶法師が訪れ、歌会でこ

れを詠ったそうです。 近代になってヤエムグラは春～初夏の草で秋には無い、

オカシイ間違えてないかという話もあったそうで、これはいわゆる葎の総称と

して使われており、実際には秋のカナムグラと思われます。 
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